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技術分野：食品・バイオ、化学・薬品   

機能：素材の製造 、安全・福祉対策 

適用製品：Ｎ－アセチルグルコサミニダーゼ（GlcNAcase）阻害活性を有する化合物、それ

を含有する殺虫・殺菌組成物、農薬、園芸資材、食品添加剤、及び食品、ならびに GlcNAcase

阻害活性を有する化合物の製造方法 

 

【１】目的 

GlcNAcase は昆虫及び菌類の生育の過程におけるキチンの分解代謝に関与する酵素の一つ

である。天然由来の強力な GlcNAcase 阻害剤は有害昆虫や有害菌の生育を特異的に妨げる

ことができ、しかも環境への残留による負荷はほとんどないと考えられることから、環境

に優しい害虫駆除剤や抗菌剤として期待される。そこで、本技術は強力な GlcNAcase 阻害

活性を有する化合物を提供することを目的としている。 

【２】効果 

本技術の新規化合物は、既存の GlcNAcase 阻害活性を有する化合物であるナグスタチンと

異なる母骨格を有し、ナグスタチンと同等以上の強力な GlcNAcase 阻害活性を有する。本

技術の新規化合物又は本化合物を含有する組成物は、環境への負荷が少ない農園芸用又は

食品添加物として有用であり、ナグスタチンに耐性を有する害虫や有害菌に対する薬剤と

して、特に有用である。 

【３】技術概要 

本技術は、以下の一般式Ｉ（式中、Ｒはメチル基であり、Ｒ１はヒドロキシメチル基であり、

Ｒ２が水素であり、Ｒ３～Ｒ５は、各々同一又は異なって水素若しくは水酸基から選択され、

ＣＨ２－ＮＨ－ＣＯ－Ｒ基がＳ－エピマーの立体配置であり、Ｒ３～Ｒ５が各々水酸基である

場合には、Ｒ３およびＲ４がＲ－エピマーの立体配置であり、Ｒ５がＳ－エピマーの立体配置

である）で示される化合物、該化合物Ｉを含有する殺虫性又は殺菌性組成物、および

Pochonia 属の菌類を培養することにより該化合物Ｉを製造する方法である。 
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